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◆CIEC 第17回研究会

テーマ：大学改革は「情報教育」を

どのように変えたかシリーズ２～コンピュータ

利用教育の10年を振り返って (私立大学編) ～

開催日：11月27日（土）　13：30～17：30　

場　所：大学生協連合会2階　204・205会議室

◆CIEC 第18回研究会

開催日：12月　4日（土）

場　所：北海道大学

　

◆CIEC 小中高部会研究会第2回

テーマ：「小中高等学校での新しい学びの創造」を

支える学校像-学校と地域の壁を越えて -

日時：　12月11日（土）　13 :30 ～　16：30

場所：　大学生協杉並会館2階　204・205会議室
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CIEC会員状況 1999.11.15現在

個人会員 615名

団体会員 86団体

（企業34、生協50、大学2）

CIEC会員の方には「会員」CIEC 会員以外の方には「氏」を付しております。
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「WaveLAN ／IEEE」を5月21日付で発売する。

　無線LAN システムは有線LAN に比べ、ケーブル敷設

に伴う作業／費用、レイアウト変更に伴うケーブルの移

動、配線の困難な場所でのLAN接続、あるいはノート型

PCへの搭載によるモバイル・コンピューティングの実現

など、ネットワーク上の数々の問題に柔軟に対応できる

ソリューションとして導入が進んでおり、昨年度の

2.4GHzの電波を使った無線 LAN機器の出荷台数は前年

比50％以上の伸びを見せている（富士キメラ総研調べ）。

　昨年、IEEE（米国電気電子技術者協会）において無線

LANの標準規格「IEEE 802.11」が認定され、ISOでも国

際規格として採択が予定されるなど標準化が進んでおり、

このことからも無線LAN 市場の拡大が見込まれている。

　今回販売する「WaveLAN／IEEE」は、ノート型PCに

カードを装着するだけで、無線LANシステムを構築する

ことができ、「WaveLAN ／IEEE」を専用のISA アダプ

ター・カードに装着することで、デスクトップ型PC や

POS（PCベース機）に搭載することが可能である。また、

屋内通信可能範囲はダイレクト・スぺクトラム拡散方式

を採用し最大400mになった。さらにフラグメンテーショ

ン（分割）の機能により、電子レンジなど強い干渉波を

放出する機器が多用される場所での使用も可能である。

　従来は外付けであったアンテナとPCカードを一体化さ

せて小型化を実現、携帯性と耐久性の強化を図るととも

に、ピーク時で消費電力330mA 以下という省電力設計

で、携帯システムの効率性を高めたモバイル・コン

ピューティングを実現する。

　また、ネットワークIDの異なる領域に移動しても継ぎ

目なくLANに接続できるローミング機能、ならびに有線

LANとのアクセス・ポイントに障害が発生したとき、自

動的に隣接する正常なアクセス・ポイントに切り替える

オート・コネクト機能をサポート、Windows95、Windows

NT4.0などの最新OSに対応している。

　また、「WavePOINT II」を経由して、従来のWaveLAN

システムと通信することが可能である。「WavePOINT II」

は２つのPCカード・スロットがあり、片方のカード・ス

ロットに「WaveLAN／IEEE」カードを挿入することで、

既存のWaveLANシステムとIEEE 802.11準拠の最新シス

テムの併存が可能となり、二重投資の回避という利点を

提供する。

　日本NCRは平成5年4月に無線LANの発売を開始し、

無線LAN分野におけるリーディング・プロバイダーの位

置にある。すでに流通、金融、製造、官公庁、大学など

に幅広く導入・稼働している。（「WaveLAN」および

第 10 回研究会報告

　今回の研究会では、自己にあったPCの作成、無線によ

るネットワークの構築、インターネットを利用したマル

チメディア配信の３点を切り口に以下のような研究会を

設定いたしました。

　めまぐるしく変化する情報機器関連製品の動向や発展

性の方向を研究し、実際の教育の場面での利用方法を検

討し、CIECのメンバーやメーカーに対してフィードバッ

クしていくことは、今後のCIECの活動を進める上で重要

な取り組みとなると考えます。

　今後の大学を中心とした、ネットワークを含めた情報

機器の利用環境がどのように変化していくのか、議論の

中で深めていきたいと考えます。

　　開催日時：1999 年1月30日（土）13時～17時

　　開催会場：大学生協会館　2Ｆ会議室　　　　　　　

　　テーマ：新しいテクノロジー

１）ユーザーメードPCの現状と今後　　　　　　

全国大学生協連　　　　栗山　武久会員　      　

２）無線LAN 利用による学内ネットワークの構築

日本NCR（株）　　　　関根　修氏

３）リアルオーディオやリアルビデオの技術動向と紹介

リアルネットワークス（株）　田口　歩氏

　　　　　

司会：鹿児島大学 　　　板倉　隆夫会員

全国大学生協連 中村　泰之会員　　

◆「ユーザーメード PC の現状と今後」
（栗山武久会員）については会誌「コンピュータ＆エデュ

ケーション」Vol.６（1999.5.31発行）をご覧ください。

◆「無線 LAN 利用による
　　　　　　学内ネットワークの構築
　　　　　　　　　　日本NCR（株）　　　関根　修氏

□無線LAN システム「WaveLAN ／IEEE」の概略説明

　日本NCR株式会社は、国際標準規格「IEEE 802.11」に

準拠し、低コスト化を図った最新の無線 LAN システム

News & Topics
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「WavePOINT」はLucent Technologies社の商標または登録

商標）

 「WaveLAN ／IEEE」仕様の概略

周波数：2471-2497メガヘルツ

変調方式： ダイレクト・スぺクトラム拡散（DSSS）方式

媒体アクセス・プロトコル： CSMA/CA (衝突回避機能付

きCSMA)

伝送速度： 2Mbps

インタフェース：16 ビットPC カード（PCMCIA 2.1/

JEIDA ver4.2準拠）

カード・サイズ ：118 × 54 × 5 mm

（Type Ⅱ拡張カード、アンテナ部の高さ：8.7mm）

　　　　　　
　　　　　◆◇質疑応答◇◆

司会：ただいまのプレゼンテーション、ウェブポイント、

無線LANの概要について、質問等ございましたらお願い

いたします。

板倉（鹿児島大学）：ウェブポイントは例えば大教室でし

ている場合は、台数の制限などはあるのですか。

田丸（NCR）：日本の電波法の制限から、無線LAN で電

波を送受できるチャネルは一つしかありませんので、

ウェブポイントを複数設置してもスループットは上がり

ません。ウェブポイントは電波が机に届くかどうかに

よって台数を決めることになります。横浜のそごう百貨

店の地下食品売場では大体200台の端末が一つの電波の

中にありますが、それが日本では最大だと思います。

板倉：カードの価格はたぶん今10万円くらいですけれど

も、それは下がりますよね（笑）。Windows以外でも使え

ますか。WindowsCE はどうですか。

田丸：Macintosh用のドライバもございます。WindowsCE

もUNIX も今は開発しております。

板倉：カードが2～3万になるような時期はどのくらいに

なると読んでおられますか（笑）。

関根（NCR）：機器の値段は台数によって、かなり値引き

が利きます。工事代金も含めて相見積にするとかなり下

がります。（注：1999年5月現在、実勢価格3万円を切る

製品が現れている。）

板倉：消費電力についてですが、以前はノート型の場合

30分ぐらいしかバッテリーがもたないような感じだった

のですが、それはどうですか。

田丸：今度のIEEE802.11からスリープモードが入りまし

た。普段はレシーバーの電気を切っておくのですね。5秒

に1回レシーバーをオンにして自分宛の電波がきていな

ければまたすぐに切ってしまうというスリープモードが

現在は入っていますので、常時電力を使っているわけで

はありません。

小林（新潟大学）：今大学ではコンピュータが必須になっ

て、教室をこれ以上潰さずに学生が全員使える状態を作

らなくてはいけない。そうすると無線LANが唯一の方法

なのですね。私のところでは、固定した教室については

全部10ベースＴの口を付けて200台程度のポータブルパ

ソコンをつなげる電源を用意するということだけはやっ

たのですが、それだって教室の稼働率からいったら無理

なのです。普通の授業に大きい部屋を使っていますから、

朝の１限とか誰も使わない特別の時間帯にコンピュータ

の授業をするのが精一杯で、自由にできるようにするた

めにはどうしても無線LANでなくてはいけないと、私は

思っているのです。そのためには値段が2万円台くらい

に下がらないといけない。学生には8万円はとても出せ

ない。その辺の見通しをはっきり言ってもらった方がい

い。2～3年後にできるのだったら、無線LANを導入した

授業を今から計画し始めるだろうと思います。大学の状

況はそれくらい切実です。価格を下げるには台数が増え

ればいい、たとえば200台整えばいくらにできる、とい

う話が考えられないでしょうか。

関根：台数がまとまった場合、詳細をコスト計算してご

提示することはできるのですが、今ここで、何台で何万

円ということは非常に難しいです。最近は機器の値段よ

り工事費用の方が大きいのです。LANカードをどの値段

でやりとりという経験があまりないので、学生さんに

買っていただくには一個あたりの単価は非常に重要なの

だなと、今、はっといたしました。台数と値段につきま

しては、ご一報いただければ検討したいと思います。

板倉：IEEE802.11のLAN を、例えばNCRさんから買っ

て、他社のカードだったらそれは使えるということです

か。

田丸：規格はまだできたばかりです。他の有線LANの規

格もそうなのですが、メーカーと本当に安心して総合接

続できるようになるまでは規格ができてから2～3年かか

ります。が、できます。



4
CIEC NewsletterNO.15 November19,1999

関根：マクニカ、リコー、伊藤忠テクノサイエンスなど

へは、みな私どもから卸していて、日本電気さんも私ど

もからOEM供給ですから、もともとは全部NCRを通じ

て流れています。

板倉：NCRから買った方が安いですか（笑）。

関根：なるべくそうしていただきたいです。トラブルが

あった場合に、私どものサポートセンターが、どこの代

理店を通じても一括してトラブル処理する仕組みになっ

ております。

矢部（信州大学）：やはり大学で導入されるということを

考えますと、アクセスポイントは大学で準備するけれど

もカードは学生に用意してもらわなければいけないわけ

です。ぜひその辺を考えていただくと大学で広まるので

はないかと思います。もう一つは質問ですが、電波法の

免許の関係ではそのシステムは発信側も受信側も要らな

いわけですよね。

田丸：免許に関しては、メーカーが機械に対して免許を

与えるということで、ユーザーの方は免許は必要ありま

せん。

矢部：ビル間の接続はユーザーも免許が必要ですか。

田丸：いや、必要ありません。同じ機種を使いますので。

矢部：2キロ、5キロのものでもですか。

田丸：ビル間接続用アンテナは特殊なアンテナでして、

受信に関しては感度を上げるのですが、送信に関しては

感度を上げていません。指向性をとっていないのです。

受信感度はいくら上げても電波法に触れませんが、送信

電波に関して指向性を持たせると、電波通信法の免許が

必要です。

矢部：送信は全く同じ電波を出すわけですか。

田丸：送信は無指向性です。

矢部：受ける方が感度がいいと、2キロになったり、5キ

ロになったりするのですか。

田丸：感度というか、指向性です。

矢部：その方向だけということですね。すると、お値段

もかなり高いかもしれないですけれども、それを立てれ

ばかなり遠くもそれでできると。

田丸：そうですね。特に、ビル間アンテナはだいたい設

置の側にパワーポイントを付けていますので。

小林：先ほどのレジなども10万円近い値段で設置してい

るわけですか。そういう受信のシステムは。

関根：計算上はそうですね。それでも、一度経験された

スーパーさんですと次は必ず無線を選ばれます。皆さん

初めはチェックアウトが遅くなって困るのではないかと

心配されるのですが、全く違和感がありません。

田丸：LANカードだけ大学さんが用意されまして、授業

の時だけ貸し出しするというのはできないのですか。

小林：それですと今やっているものよりよくならない。

要するに、電源の問題がなければ、いつでもその部屋が

使えるという有利性でもって無線LANが勝てると思うの

です。LAN カードを大学が買って所持するのでしたら、

同じ値段だったら固定のハブにLANカードをカチッと付

けた装置をやりますよね。

板倉：持ち運びが簡単だよね。親機とカードのワンセッ

ト箱に入っていてどの教室でも使えるとしたら。

司会：2年半前この会館を建てたときにネットワークに関

しては先行配置したのですが、やはりレイアウトの変更

というのはかなり難しく、机を新設しようとすると情報

コンセントのコードが足りないということがありました。

こういったことのソリューションという意味でも無線

LANが主流になるのではないかなと感じています。今日

の質問や要望を、ぜひ反映させていただけるようにお願

いしたいと思います。

◆「Real Audio や RealVideo
　　　　　　　　　の技術動向と紹介」
　　　　　　　　リアルネットワークス　田口　歩氏

□RealNetworks製品のロードマップ

　1995年4月、最初の製品RealAudio1.0でストリーミン

グと呼ばれるインターネット上での最初の音声配信用ア

プリケーションを開発。1997年2月には音声に加え動画

を配信できるRealVideo4.0を開発し、1998年10月には
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ＣＩＥＣ活動報告
RealSystem5.0で音声・動画に加え、アニメーションの配

信が可能となった。1999年1月、RealSystemG2をリリー

ス。新しくSMILという技術が加わり、今までの音声や画

像だけでなく、テキストや静止画などの複数のコンテン

ツを1つのマルチメディアファイルとして組み合わせ配

信することができるようになった。また、音声や動画の

クオリティも格段に向上し、新しいSureStream技術によ

りクライアント側のネットワーク環境にあわせて最適な

帯域のファイルを配信できるようになった。これらによ

り、広告やEコマースといったインターネット上でのビ

ジネスモデルが徐々に立ち上がりつつある。

　RealSystemは、メディア配信システムとして早くから

エンターテインメント業界や放送業界を中心にインター

ネット上で使用されてきたが、この1年ほどの急激な普

及にともない、アメリカでは企業内の情報配信にも浸透

しつつあり、オーサリングツールを開発している企業も

数多くある。

　また、RealChannelというサービスでは、ほとんどデイ

リーでコンテンツを更新しながらクライアントに新しい

情報を提供しているコンテンツパートナー企業があり、

日本では読売が読売ニューススリームで既にニュース配

信を始め、朝日新聞などの大きなメディアもサービスを

始めている。これにより、クライアントはいつでも新し

い情報を入手できるようになった。

■RealSystem G2 概要説明

・次世代の音楽品質

 周波数レスポンス（frequency response）80% 向上

洗練されたパケットロス補完技術（loss interpolation）

・更に向上した画像品質

 30fpsをサポート

フレームレートアップサンプリング

 ポストフィルタリング

・SureStream

　一回のエンコードで、複数のTargetAudience に向けた

帯域でエンコーディング可能

　一つのファイルで複数のファイルが作成されることに

より、クライアントのネットワーク環境にあわせて、ダ

イナミックにスケールできる。

　 リバッファリングをなくすことにより、クライアント

側の信頼性がアップ。

　新しい機能 － オ－プン、スケーラブル・システム

様々なデータタイプをサポートし、必ずしも Real 独自

フォーマットである必要がない。

・SMIL を使うと何ができるか

　音声、動画、テキスト、アニメ、静止画などを自由に

レイアウトして、マルチメディアプレゼンテーションを

簡単に作成することができ、さらにHTML同様、ごく一

般的な環境からでも簡単にオーサリングできる。

・業界標準に基づいたシステム － RTSPとSMIL

　 RTSP (Real-time Streaming Protocol)  はRealNetworksと

Netscape、コロンビア大学が中心となって開発したスト

リーミングのための新しい通信プロトコルであり、IETF

で正式に標準化されている。SMIL（Synchronized

Multimedia Integration Language）は、マルチメディアの

オーサリングとシンクロナイゼーションを実現するXML

ベースの記述言語で、1998年6月、HTML などの標準化

団体であるW３Cで正式に勧告された。

・静止画と音声を組み合わせたプレゼンテーション

　動画でなくても十分説得力のあるプレゼンテーション

を作成することが可能。

・テキストデータを配信（株価情報など）

・IPマルチキャスト

　IPマルチキャストプロトコルをサポートしており、こ

れを使ってスケーラブルなネットワーク配信が可能であ

る。

・ビジネスの機会

　アメリカで積極的なのは、WebTVやNCTVなどのセッ

トトップボックスにリアルのプレーヤーを実装して、

ケーブルなどの高速回線で一般家庭からダイレクトに視

聴させるビジネスである。日本は残念ながらこの分野は

遅れている。

・企業内セミナー

出張経費の節減

メディアの複製・配布資料の経費・管理費の節減

情報共有による社内コンセンサスの向上

参加者のためのスケジューリングが不要

情報資産・既存資産の有効活用が可能

・教育現場でのRealSystemを構築する場合のモデリング

　授業中継の場合は教室にカメラを置き、PC にビデオ

キャプチャーボードを実装してRealProducer（エンコー

ディングソフト）をインストールする。そのエンコー

ディングマシンでカメラからの画像を取り込み、リアル

タイムに圧縮・変換してRealServerから配信する。もう
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一つ、オンデマンド形式では、予め撮ったビデオをエン

コーディングしてRealServer に格納し、クライアントは

いつでも見たい時に必要な情報を閲覧することができる。

・道路監視システム

　現在、建設省が進めている実験的プロジェクトの一つ

で、沿岸の監視や一級河川の防災対策での利用も研究さ

れている。

　　　　　◆◇質疑応答◇◆

司会：只今のプレゼンテーションへのご質問がございま

したら、お願いいたします。

板倉（鹿児島大学）：例えば、毎秒30フレームにすると、

画素数的にはモニタ画面の何分の1くらいの大きさです

か？

田口（RealNetworks）：実際には320×240までというの

が実用域です。私どもの製品の場合、例えばWindows環

境でDirectXドライバーを使うと、それをフルスクリーン

で再生することは可能ですが、かなりのクライアントの

スペックを要求します。いわゆる、エンコーダー、デコー

ダーをハードウェアで処理するのと違って、RealSystem

の場合、すべてをソフトウェア的に行いますので、それ

だけCPU リソースを消費することになります。

板倉：よく使われるスクリーンの大きさでのCPUパワー

は、WindowsマシンとかMachintoshで言うと、大体どれ

くらいを勧めていますか。

田口：カタログスペックよりは、上に見ていた方がいい

のですが、Pentiumで言うと266MHzは欲しいのが正直な

ところです。

板倉：リアルエンコーダーに要求される能力の差は、

WindowsNTマシンとSunのUNIXマシンの間では、どれ

くらい出るのでしょうか。

田口： エンコーディングに関しては、やはり現在は

Windowsマシンの方がパフォーマンスは出ます。要する

に、エンコーダーソフトの相性だと思います。

板倉：マルチキャストは、どういう風に実現するのです

か。

田口：マルチキャストは、バックチャネルマルチキャス

トとスケーラブルマルチキャストの 2 種類があります。

バックチャネルと言っているのは、TCPのコントロール

セッションを張ったまま、データの転送のみをIPマルチ

キャストを使って配信するものです。なぜこんなことを

するかというと、セッションコントロールをしてサーバ

でライセンス管理を行う必要があることが主な理由です。

それからもう一方のスケーラブルマルチキャストですが、

これは衛星などで一方向的にマルチキャスト配信を行う

場合、サーバ・クライアント間のセッションをキープで

きないので、これに対応するためにMbone的なIPマルチ

キャストを使うというものです。ただ、私どもの製品は

あくまでライセンスで販売する製品ですので、これは明

らかにスペシャルライセンスになります。どこまで配信

するのかが見えなくなりますので、かなり大変です。

板倉：かなり高いのですか。

田口：国内ではほとんど事例がないのですが、あまり安

くはないと思います。

板倉：バックチャネルマルチキャストの場合は、いかが

でしょうか。

田口：バックチャネルマルチキャストの場合には、配信

に何を使うかということだけなので、料金的にはライセ

ンス、要するにストリーム／クライアント・アクセス・ラ

イセンスに依存するわけです。

板倉：NT には、その機能も入っていますか。

田口：バックチャネルマルチキャストは、サポートして

おります。

上村（福岡工大）：RealAudio 1.0 から使っているのです

が、コンテンツを古いバージョンでエンコーディングし

たものを、RealSystem G2でストリーミング配信しようと

すると、問題が発生します。例えば、3.0コーデックのコ

ンテンツをG2（6.0）コーデックで扱うのは無理があるか

ら、古いコーデックに対応した領域で配信するとノイズ

が非常に増えてくるのです。それから、途中で止まらな

いと言うけれども、古いコーデックでは止まるのです。

田口：それは、おっしゃるとおりです。SureStreamとい

う機能は、G2のエンコーダーが行っている技術で、従来

のものでエンコードしたものは単純に SingleStreamでし

かエンコードしていないからです。
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上村：過去に蓄積されてきたアーカイブは、最新のG2機

能ではあまり有用に使えないという現実が出てきていま

す。それと、XMLのブラウザは実際立ち上がろうとして

いるというか、HTMLブラウザも密かにXMLに対応して

きていると言われています。ですから、XMLのドキュメ

ントは直接埋め込めるようになっていNetscapeNavigator

とかIEとかで、直接ブラウズできるような時期に来てい

るのです。そうすると、RealPlayerとは一体何なのか。G2

の場合、結局はSMILのプレイヤーみたいなものになって

いて、現状ではプレイヤーとして起動させるしかないわ

けですね。いつになったら、ブラウザ上で直接ハンドリ

ングできるようになるのかということについてはどうで

しょうか。

田口：コーデックに関する互換性の問題は、確かにあり

ます。一般的に、旧資産の中でSureStreamを使いたい場

合、今はソースからリアルメディアファイルを起こし直

していただいているというのが実状です。SMILのサポー

トについては、マイクロソフトもネットスケープも、共

にSMILの標準化を進めてきた仲間ですから、当然最終的

に自社のブラウザにそれを実装していくというコンセン

サスのもとにその作業が行われています。ですから、近

い将来、間違いなく彼らのブラウザにも実装されるとは

思います。その時にRealPlayerとそれらのHTML ブラウ

ザとがどう位置づけられるかというのは非常に難しいの

ですが、RealPlayer の中でサポートしていないのは現状

HTML だけですが、これを実装することは難しくありま

せん。RealPlayer は、いつでもブラウザになれるのです。

ただ、私どもはRealPlayerとRealServerを切り離して考え

る つ も り は 、 今 の と こ ろ あ り ま せ ん 。 あ く ま で 、

RealServerと組み合わせた時に最適なそのメディア配信シ

ステムとして機能するというのが、私どもの製品の前提

です。SMILをサポートすることは、勿論各ブラウザでも

できるかもしれませんが、UDP を使ったりRTSP をハン

ドリングしてデータをコントロールするということは、

従来のHTMLブラウザにはできないし、またブラウザは

そのコンテンツなり、ページをブックマークできるけれ

ども，RealPlayerはそのビデオの中の特定の個所をブック

マークできるというのが、明らかな違いです。

小林（新潟大学）：一般的に流すものと、即お互いにやり

とりができるビデオ会議システム型のものとの関係でお

尋ねします。一つは、どのくらいの時間の遅れが実際に

は起こるのか。ビデオ会議システムで双方向にやりとり

できれば、事実上は時間的な遅れはそんなに気にしなく

てもすむわけですよね。そのような組み合わせは考えら

れないのですか。このシステムだけでリアルタイムのや

りとりがたとえできないにしても、他のシステムとの組

み合わせでそれをカバーするようなことができれば、中

心から情報を配信して、端末から対応するというそうい

う組み合わせがうまくいきそうな可能性はどうなので

しょうか。

田口：インタラクティビティーの提供を目指しているア

プリケーションはいくつもあります。CUSeeMeとか。し

かしながら、現実にはネットワークリソースやハード

ウェアリソースの消費など、いろいろな面で満足のでき

るものにはなっておらず、実用域に達していないという

のが現状です。それから、アメリカの方の判断で言うと、

“1対N”的な運用の中でフル双方向性を動画で提供して

欲しいという要求は、現状はそれほどないのです。こん

なことできたら便利だねとは思っても、実際にはそこま

で要らないと。私どもの製品の目的は、あくまでもブ

ロードキャストであり、双方向でビデオのやりとりをす

るものではございませんし、実際にそこまで要求がある

とも考えてはおりませんので、製品の中にその機能をフ

ル実装することは今のところありません。ただ、運用上、

双方向で使用することは可能かもしれません。例えば、

（今、私が持っている）このパソコンには小さなカメラが

ついていて、これにエンコーダーソフトを入れると、町

の中からすぐインターネットでライブ中継ができてしま

います。

小林：時間的には、どれくらいずれるのですか。

田口：ディレイに関しては、ネットワークに依存します

ので一概に言えないのですが、場合によっては10秒、20

秒と遅れるケースはあります。逆に言うと、0.1秒遅れて

も困るというお客様の場合には、この製品はお勧めでき

ません。

板倉：リアルエンコーダーでも、そこまで遅れますか。

田口：ディレイは、エンコーダーのオーバーヘッド、ネッ

トワーク上のオーバーヘッドといろいろあります。サー

バ上のディレイは取るに足らない時間だと思いますが、

クライアント側でバッファリングしてレンダリングする

までにもオーバーヘッドはかかります。

板倉：サーバそのものの能力というのはどうなのでしょ

うか。

田口：サーバソフトは非常に軽くて、マシンにかかる負

荷は比較的小さいです。
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板倉：一般的には、普通のUNIXマシンをサーバにした

場合、メールとかホームページとかなどと同時にスト

リーミングでサービスをするのには問題はないですか。

田口：サーバの負荷が小さければ、一般的にはそれほど

問題ないと思います。ただ、WebServerを同居させる場合

には、HTTPのポートに注意が必要です。

板倉：サーバは、どのくらいのRAMが必要ですか。

田口：RealServerの場合は、そんなに必要ありません。一

般的には128MBもあれば、余裕です。

司会： いつも会議でかなり費用を使っておりますので

（笑）、ビデオ会議はどうだろうとお話をしていただきま

した。某ビデオ会議システムについての話も聞いてきた

のですが、ISDN の64を3本使い、4ヶ所で2,000万くら

いかかるということでした。やはり、ビデオ会議はお金

もかかるし、汎用性もありませんし、どのコンピュータ

でも同じメディア配信をするというわけにもいきません。

現実的には、こういう方向でいくのではないかと思いま

す。今日は、ありがとうございました。

第 14 回研究会報告

　

　様々なソフトウェア、ハードウェアが教育ツールとし

て活用されています。PC カンファレンスにおいても、

メーカーブースで様々な展示や、プレゼンテーションが

用意されています。今回はそのなかから、事前にCIEC会

員のみなさんにご紹介をさせていただきます。

　　日時：1999年7月3日（土）午後1時～5時

　　場所：大学生協会館　2階会議室　

　　テーマ：「教育ツールの可能性を探る」

　（1）Media100 を活用した

　　　マルチメディア教材作成の実例

　　　（株）イメージアンドメジャーメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　広田　充孝氏

　（2）PHSを利用した学内でのLAN 接続サービス

　　　「キャンパスネット」の導入事例

　　　日本電気（株）交換国内システム本部　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　浩氏

　（3）Web教材作成のヒント　---RichLinkの紹介---

　　　（株）バーシティウェーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　石野　雅之氏　

　

◆「Media100 を活用した
　　　　マルチメディア教材作成の実例」
　　　　　　　（株）イメージ　アンド　メジャーメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広田　充孝氏

　編集作業の実例をプロジェクターで示しながら廣田氏

からMedia100の紹介がなされた。Media100は、素材をド

ラッグ＆ドロップで簡単に編集することができ（ノンリ

ニア方式）、さらに様々な特殊効果でオリジナリティーの

ある編集ができる。学会や教育用に活用が期待される。

1.リニア方式編集

　再生用と録画用のビデオデッキを用意して必要な画面

や音声を希望の順番につなぎながらダビングする、今ま

での主流であった一般的な方法。ビデオテープは一直線

の帯状なのでリニア（直線）方式と呼ばれる。複数の素

材を１本のテープにダビングすることによって編集する
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年9月20日からの新価格は54万円。アナログビデオとデ

ジタルビデオの混在編集が可能で、Media100を導入する

場合はプラチナサポートのシステムを一緒に導入するこ

とが必要。プラチナサポートleは11万4千円。付加事項

として最近はビデオ編集したものをソレンソンコーデッ

クQuickTime でビデオストリーミング等のデータとして

活用し教育用webコンテンツの一部として使用すること

が可能。

・外部高速ハードディスク

　RAIDディスクアレイドライブとUltra　SCSIカードの

環境を推奨。1/8圧縮（VHS相当）の場合7200rpmのディ

スクでOK。

5.ビデオ編集の流れ

・ビデオ映像--ビデオデッキのS映像、コンポジット、コ

ンポーネント信号をMedia100ジャンクションボックスと

接続しMacintoshに映像と音声を取り込む。EditSuiteウイ

ンドウのモードをDigitizeにしStartボタンとStopボタン

をクリックするだけで必要なビデオデータが取り込まれ

る。取り込まれたデータはBinウインドウに蓄えられる。

EditSuite ウインドウをEditClipモードにすることでデー

タの開始点／終了点のカット、明るさ／コントラストの

調整、スローモーション等の変化が与えられる。

　　　　　↓

・ビデオの編集--Binウインドウからクリップになったビ

デオデータをProgramウインドウへドラッグ＆ドロップ

し時間軸に対する素材の割り当てを行う。

　　　　　↓

・文字入力-- 編集画面からテキストツールを使い簡単に

入力できる。

　　　　　↓

・ビデオの編集用トラックでデータを割り付け編集が完

成。Program 編集が終了したらファイルメニューから

“Master to Tape”を実行しMaster ボタンをクリックする

と自動的に録画が行われる。

　　　　　↓

　　　　作品完成

　　　　◆◇質疑応答◇◆

矢部（信州大学）：作った画像を早く見られるというの

は、特殊なハードウェアを使っているのですか。

広田：そうです。ソフトウェアだけでなくコンピュータ

の中に入出力のコードを入れて、それが一対となって

ので、テープの早送り、巻き戻し等、素材に対しリニア

アクセスを行い、変更が発生すると変更箇所から再編集

を行わなければならない。

2.ノンリニア（非直線）方式編集

　ビデオテープに録画された映像と音声をコンピュータ

とハードディスクを使用して編集。ランダムアクセスが

可能なハードディスク上に画像と音声をデジタル変換し

そのデータにて編集する。ハードディスクに素材を一括

して格納するのでランダムアクセスが可能。従って、不

完全なシナリオでも時間配分、素材の入れ替えが自由で、

画像、音声の劣化がなく、イラスト、CGなど幅広いデジ

タル素材の活用も可能。

3.Media100の特徴

・プレゼンビデオ編集に最適なシステム

　学会発表、教育用ビデオ編集の業務に有用。既存デー

タその他コンピュータ画像データを、ビデオのデータと

して有効活用できる。

・オープンシステム

　様々なデータフォーマットが同じCPU上で使用でき、

他のエフェクトソフトとも併用が可能。

・生産性

　Make Movie（編集後のファイル変換）が不要。映像／

音声データがリアルタイムに入出力でき、リアルタイム

カット編集＆ABロール編集が可能。

・高画質

　民放レベルの画質で編集でき、異なる圧縮率のビデオ

データを1本の作品で使用できる。

・シンプル操作素材データクリップをタイムラインにド

ラッグ＆ドロップだけでProgramができる。素材の入れ

替え、長さ変更、エフェクト処理、追加、削除、タイト

ル位置／文字入れ等が簡単に操作できる。

4.ビデオ編集システム構成

・Media100ソフトウエア＆ビデオエンジンボード

　Media100le 以上のグレードには専用の編集ソフトウエ

アが付属され、ビデオエンジンボードは１枚のPCI ボー

ドでモーションJPEGによる最高1/4圧縮高画質映像のリ

アルタイム処理、高速エフェクト処理を実現。

・ジャンクションボックス

　ビデオデッキからコンピュータに映像と音声信号を入

出力するためのコネクションボックス。映像信号は

Composit、S-Video、Componentに、音声信号はRCAピン、

XLRキヤノン端子に対応。Media100leは専用マルチケー

ブル付属、Media100lx以上がジャンクションボックス付

属でビデオ信号等と入出力を行う。Media100leDVの1999
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Media100のシステムとなっているのですが、このコード

上に載せているCPUでビデオのリアルタイムの入出力を

計算させています。

立田（獨協大学）：コンピュータの画面の大きさはどれく

らいですか。画面の大きさには関係なく取り込んでいく

のですか。普通はビデオの取り込みをする時、フル画面

で取り込んでいくとパワー落ちしてしまうのですが。

広田：これはフル画面です。日本ではNTSC、ヨーロッパ

の場合はPALという信号形態ですが両方使うことができ

ます。NTSCの場合は横が680で縦が480、PALの場合は

もう少し大きめのサイズです。新しいものはデジタルビ

デオが加わっておりまして720という形で登録されてお

ります。

立田：値段が高いということは、ソフトとハードのうち

のハードの部分が高いのですか。

広田：別々に出したことがないのでわかりかねます。先

生方にご推奨するものとしては最低価格として110万円、

一番安いのは48万円です。48万円のものは編集用のソフ

トがついていません。Adobeでだしているプレミアムで

編集することになります。ハードウェアのボードは一緒

ですから映像としてのクオリティーは全く同じです。た

だ、編集した後の作業に非常に時間がかかります。1台高

いものをキープしていただければ、素材データをご自宅

のMacのプレミアムを使って編集してそのデータを付け

足すということもできますので、いろいろ使いまわしが

できます。

小野（東京大学）：DVのクオリティーそのものを保ちな

がら30分くらいのデータをオーサリング するのにはどの

くらいの時間がかかるのでしょうか。それからハード

ディスクとして は、どのくらいの容量が必要になるので

しょうか。

広田：DVEの場合はテープに落とす段階で1/5という圧

縮がかかっています。こちらに持ってくるときにいろい

ろな圧縮率を選ぶことができます。1枚の静止画辺り、最

高で300キロバイト使います。通常のノンリニア編集シ

ステムですと640の480で900キロバイト。つまり1/3の

圧縮率です。この編集システムですと最高で 600キロバ

イトですから、300というのは1/2の圧縮率で圧縮はあま

りかかっていないことになります。これはハードディス

クがそれだけ有用に使えるということです。30分のデー

タというのは素材データをどのくらい入れるかというこ

とにも関わってきますが、素材データを1時間半入れて

30分物を編集していくと考えた場合、大体8分から10分

の間で 1ギガ、ハードディスクがかかると考えていただ

ければ結構です。

矢部：アナログのビデオに撮る場合、NTSCだけですか。

PAL も出ますか。

広田：PALはでません。PALで編集したものはPALで出

ますが、NTSCからPAL への変換はありません。

矢部：NTSCとPAL の映像を混入させるわけにはいかな

いのですね。

広田：そうですね。PALでするときはPALのデッキを用

意してPALで取り込んでPALであけるという形はとれま

すが、PAL で取り込んでNTSCで出すとかその変換はで

きません。

三根 （同志社女子短大）：モーション JPEG を使って

MPEGを使えないのはなぜですか。MPEGだとビデオCD

が作れるのではないでしょうか。

広田：MPEGの圧縮形態ですと1コマ1コマというのが難

しいらしいのです。MPEGに変換するというのは今技術

開発をしているところですが、1 枚1枚の映像のクオリ

ティーを保つために最初からMPEGで編集しないでモー

ションJPEG にしたと聞いております。

矢部：さきほど、連続した静止画をモーション風にみせ

ていただきましたが、5フレームで1枚分、5フレーム同

じ絵を出してその長さを変えましたよね。連続的に長さ

を変えられるとは考えられないのですが、5 を4にする

か、3、2あるいは1にするか。その途中というのはでき

ないのですか。もし途中でするとすれば、その途中の映

像は計算しなくてはならなくなるのですか。

広田：文字データと数値データでしか管理しておりませ

ん。素材のデータと時間のデータを別個に管理しており、

再生させる場合に1コマの何秒分の1というところまで

全部時間の範囲だけで管理していますので、それで、連

続的に変えられるわけです。
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◆ PHS を利用した
　　　　学内での LAN 接続サービス
　　　　　　　　　　　　日本電気（株）　佐藤　浩氏

　最新のキャンパス情報化動向のトリガとなっている

「キャンパスネット」の概要、目的、効果等が紹介されま

した。「キャンパスネット」については長野での99PCカ

ンファレンス/メーカープレゼンテーションでも紹介さ

れ、予稿集290～291ページに資料が掲載されておりま

す。詳しくは事務局へお問い合わせください。

■キャンパスネットTMのねらい

・キャンパス内への高度通信インフラの構築

・公衆PHS、構内（自営）PHS、ISDNサービス等各種通

■信サービスの融合活用

・キャンパス利用者（教職員、学生、他）を対象とした低

■価格でのインターネットアクセス

・マルチメディア社会に向けての教育分野での貢献地域

■情報化の発展への寄与

・情報教育の高度化

・社会に対して、キャンパス環境イメージの更なる向上

・運用会社の活用により、大学側にかかる越すと負担の

■大幅削減

　　　　　　

　　　　　

　　　　　

◆◇質疑応答◇◆

若林（京都大学）：「なかよし」とはどういうものなので

しょうか。

佐藤（日本電気）：これは音声認識とか音声合成、蓄積、

留守録などマルチメディアの付加サービスがキャンパス

ノードとは別にサーバ等が外付けについており、いった

んそこへ接続されて、そこから対象の加入者全チャンネ

ルに対し同報的に流す、というものです。

若林：それでたとえば先生が持っているパソコンの画面

情報を学生のパソコンにダイレクトに送ることができる

ということですね。

佐藤：ええ。それにも実は二つの方法があります。一つ

はサーバ的なものと、もう一つは、サーバ的なものはな

く基地局さえあればそれ経由でパケット通信ができるも

のです。電波の周波数が通る範囲なら全部同報通信でパ

ケット通信ができる仕掛けになっております。

矢部（信州大学）：こういう形でサービスを提供するとな

ると国立大学にとっては難しいのではないかと思うので

すが。国有財産たるいろいろな線を使いますので。意識

を変える、あるいは規制緩和、あるいは国立大学がなく

なるというのも考えられるのですがその辺はどうお考え

ですか。今なさっているのはほとんど私立大学ですよね。

佐藤：いえ。そんなことはありません。ある国立大学に

は、一つの研究テーマにしたらいかがですかと申しあげ

ました。トラヒックデータや利用状況、流れを研究テー

マにし、それを研究する材料としてこういうインフラを

構築してデータ収集していかないと21世紀を考えるキャ

ンパスにはならないのでは、というようなご相談で国公

立大学にもうかがっております。

立田（獨協大学）：実際に運用している学校の規模はどの

くらいですか。キャンパスはいくつくらいあるのですか。

佐藤：キャンパスは今一つです。

立田：キャンパスが多くないとメリットはあまりないよ

うなお話でしたが。

佐藤：そういうわけでもありません。キャンパス外の街

中からキャンパス内の学内LANにアクセスしても同じ低

額料金でよいというメリットもあります。狭い地域でし
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佐藤：A キャンパスからBキャンパスへ１時間くらいの

電車での移動とすると、その間は公衆の事業者のPHS端

末として着信がかかります。キャンパス内に入ってしま

えば自営として使えるわけです。

矢部：キャンパスノード間の通信は何でするのですか。

佐藤：企業内通信としてです。

匠：ノート型というのは重たいので、無理があるのでは

ないですか。今は携帯やPHS自体、Iモードとかいろいろ

機能がありますよね。

佐藤：ノートパソコンの重さに技術的な問題があるとし

たら、技術は絶対に克服していくものだと思います。

2003年あるいは2005年にはそれを克服したものになって

いるのではないかと統計から導くことができると思いま

す。

筒井： 私は文学系の学部にいるので、コンピュータを

使って通信ネットワークにアクセスする学生は理科系の

学部に比べて少ないという前提でお話をします。授業で

電子メールやウェブの検索を教えるのですが、今の学生

はパソコンを使わないでIモードでやってしまうので、も

う少し高機能のコンピュータグラフィックとかデータ処

理に関心がいかないのです。こうなるとメンテナンスや

裏側を担う人材がますます少なくなるという懸念があり

ます。Iモードではするけれど半年経つと電子メールを使

えないという学生が非常に多く、これをどう越えたらよ

いのだろうかと悩んでいます。情報量が増えていくと、

大学の教育研究でデータを収集する必要がありますが、

問題はデータを収集した後、それをどう分析して加工し

ていくかというコンテンツの質が問題です。このコンテ

ンツの質は我々教育者がやらなくてはならないことです

が、技術の発達がコンテンツの質的な高まりになかなか

結びつかないというのが悩みであります。

佐藤：私どもも悩んでいるところであります。通信に携

わっている人間は工学部系が多いのですが、我々は仕掛

けは作るのですが利用するアプリケーションの発想に限

度があるのです。センスとか思いをどう実現できるかに

ついては任せてくれと言えるのですが、ただ思いつくと

いうことが難しいのです。文系だろうと理系だろうとそ

の人の分野で領域は無限にあると思います。コンテンツ

技術にも取り組みたいのですがなかなか難しい。

たら地域社会を含めての話となります。場所と、キャン

パスのあり方と、新設か以前からの設備があるかという

環境条件によって、応用は変わってきます。実際に運用

している学校は学生が4000人くらいの規模です。運用会

社としては、1000から2000人の方たちが使えればほとん

ど問題なくペイすると思います。通信は相手が持たなけ

れば成り立ちません。ですから、あるところで急に70～

80％の人たちが持っていないとその中で生活ができない

くらいの設備になると思います。それが通信インフラだ

と思います。新入生対象に始めたので今は 4000 分の

1000～2000ですが3000から3500くらいには、止めよう

としてもいかざるを得なくなると思います。

若林：高校時代に使っていたPHSのまま、このサービス

に移行することは可能なのですか。

佐藤：同じ事業者であれば可能です。

若林：大学の共有のサービスをするときに特定の通信事

業者のものでしかできないものを選択するというのは、

かなり無理があります。

佐藤：大学が自分で設備するものではなくて運用会社が

設備するので、それぞれの運用会社にそれぞれ１個ずつ

もってもらえばいいのですよ。例えば関西空港のケース

では３事業者置いていると聞いています。

矢部：運用会社は通信事業者としてのライセンスが必要

なのですか。

佐藤：第２種とか特別第２種は必要です。

小野（東京大学）：資料の64Kという記述はどういう通信

手段を考えられているのでしょうか。

佐藤：64Kというのは方法が２つありまして、１つの通

信チャネルで64kの通信を実現する方法と、32k の通信

チャネルを２つ利用して64k通信を実現する方法があり

ます。事業者と設備化の時期によって変わります。カー

ドによっては出ている端子の１本を端末に、１本は電話

機につなげば両方あわせて64K、一人の通信で２チャン

ネルを使って64K を実現しています。

質問者A：キャンパスとその周辺の地域でPHSを利用す

るということですが、移動間の通信も保証するというこ

とですか。
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◆ Web 教材作成のヒント　
　　　　　　　　一 RichLink Author 一
 　　　　　　　（株）バーシティウェーブ　石野　雅之氏

　RichLink Author は、注釈付きのインタラクティブな文

書を作成し、オンライン文書を使いやすく効率的にする

強力なツールである。RichLink文書では、読者が単語や

熟語を選ぶと、ポップアップメニューが、語意、訳語、注

釈さらに映像クリックに至るまで表示する。

□読者の理解をサポートするウェブページ

　最先端のリンク技術を使って、文章中の単語にアクセ

ントや発音記号、解説文章、イメージ、サウンド、動画

データなど様々な情報をリンクでき、リンク情報はポッ

プアップ表示のためレイアウト構成上の妨げとはならな

い。

■データベース情報に自動リンク

　所定のデータベース情報を参照し、文書ファイルの単

語や熟語に注釈や解説を自動または手動リンクすること

ができる。英文で書かれたテキストファイルなら、英単

語と英和辞書データベースに登録された翻訳説明や発音

記号を自動リンクし、解らない語意を瞬時にポップアッ

プ表示するウェブページを作れる。（リッチリンク・ファ

イル）

■インターネット・ウェブページにも最適

　リッチリンク・ファイルはインターネットでの電子出

版用に開発された。HTML が一つの単語につき一つのリ

ンクしか許されないのに対し、リッチリンクは数千もの

情報をリンクすることが可能。

■情報の国際化への近道

　インターネットはグローバルな情報提供の場である。

RichLink Author を使ってウェブページをリッチリンク・

ファイルに変換することで、言語の壁を越えたグローバ

ルな情報の提供や収集が可能になる。

■簡単なオンスクリーン編集

　テキスト編集やフォント変更、画像イメージのリンク

作業が簡単にできる。操作画面はウェブページのイメー

ジ表示でデザインされているので、自然に操作方法を習

得することができる。

■リッチリンク・ファイル、７つの特徴

1.単語をクリックするとポップアップ・メニューが瞬時

にオープン。発音や翻訳、用語解説などが表示される。

2.読者は単語の意味を楽しく理解し、文書内容を確実に

把握することができる。

3.メニュー内にマルチメディアデータや別の関連文書へ

のリンクを作ることができる。

4.リッチリンク・ファイルは効率よく圧縮された小容量

ファイル。インターネットでの利用にも最適。

5.Richlink Authorの簡単な操作で、様々な形式のファイル

を作成。

6.ウェブページに数千ものリンクを作ることができる。

7.リッチリンクファイルは主要なWWWブラウザ（プラ

グイン）で閲覧できる。

　　　　　◆◇質疑応答◇◆

矢部（信州大学）：最終的にできあがったページはバイナ

リーですよね。テキストのみの場合に比べて大きくなる

のですか。

石野（バーシティウェーブ）：イメージを埋めこみますの

で最終的には大きくなります。先ほどのは170Kくらい埋

めてコンパイルして65Kですから結構圧縮がかかってい

ます。画像だったらGIFは結構圧縮がかかるのですが、

ムービーをはりつけるとほとんど圧縮されません。

立田（獨協大学）：音声は押すと出るという感じですか。

それから、動画の場合はどんな感じなのでしょうか。

石野：音声は押せば出ます。動画の場合は基本的に埋め

込まないで、動画をおいてあるサイトへのリンクを貼り

ます。動画を選ぶとページが変わって動画をロードし始

めるということになります。終わったら前のページに戻

す処理が必要になります。

矢部：辞書には発音の音声ファイルはついていますか。

石野：ついていません。

矢部：発音の音をだそうとすると自分でいれなくてはな

らないのですか。

石野：研究社で出しているデータベースではついていな

いと思いますが、機能としてはもう一つデータベースの

ビューアー機能があります。これが単純にいわゆる辞書

ソフトです。これでライセンスされるとここからコピー
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ペーストができるようになっています。パスワードが

入っていない辞書ですと見ることはできますが、それを

どこかにもっていくことはできない。辞書とそれをWeb

でパブリッシュすることを基本機能としたいと思ってい

ます。フルフルで辞書を作れるバージョンは少し高い値

段で設定する予定ですので、１データベースあたり500

件のデータの辞書は作ることができる機能を付加した

RichLink Author Proを作って出そうと思います。

一色（高知女子大学）：バイナリー形式データであるとい

うことは、ユーザーにとっては資料の再利用の機会が奪

われるということですよね。一方、作る側にとっては、バ

イナリー形式のデータそのままではテキスト検索にはか

かりませんから、再利用したいときに自分が作成して保

存したデータがどこにあるかをすぐに探すのはなかなか

難しいという面は出てくると思うのですが。開発者は、

検索性よりもデータを圧縮してデータ量を減らすという

ことを優先したと考えてよいのでしょうか。

石野：そうではなく、逆に再利用させたくないというこ

とですね。

一色：させないということですね。

石野：そういうことです。はりつける辞書自体も再利用

されるといろいろな権利の問題に引っかかりますので、

あくまでもビューアーを入れたブラウザーでしか見られ

ないと限定しています。

一色：Adobe のアクロバットとはどう違うのですか。

石野：はり込めるものが少し違うというレベルなので、

そう言われると困ってしまうのですが。

若林（京都大学）：今日うかがったお話の中で違う点があ

るとすれば、自動でリンクをはってくれるということで

すね。他だと自分でいちいちハイパーリンクをはって信

じられるデータベースを見にいけば用は足せるし音も出

せるのだけれど、これは自動ではってくれるのですよね。

石野：そうです。限定数ですが、先生方も辞書を作るこ

とができます。たとえば高校生で習う分子構造という辞

書を作ったとしますと、何かのドキュメントにリンクさ

せることによって理解を助けるWebの教科書を、先生の

作った辞書を使えばどんなコンテンツをもってきてもす

ぐに自動でリンクして利用できるというのが一番の違い

です。ですから、何の辞書を作るかが一つのポイントで、

もう一つはどういうコンテンツにするのか、ということ

が言えると思います。ただリンクをはるだけなら自分で

かけばいいわけですが、それを何回も再利用できるとい

うことが他のソフトと一番違うところです。

湯浅 （愛媛大学）：英語以外にドイツ語、あるいはス

ウェーデン語というのはどうなのでしょうか。

石野：もともとはアメリカで英語を母国語としない人た

ちのために開発したものなので、English to Frenchあるい

はEnglish to Germanというようになっています。が、た

とえば技術系のマニュアルをこれでパブリッシュしたい

という事例は結構あると聞いていますし、可能性として

は、先生方が作られた辞書をこのRichLink用の辞書に作

り直してそれを他のユーザーに再販するということも考

えられます。他の国から注文がくるというのも考えられ

ます。

三根：英語の講読の授業で、このテキストではこことこ

こを見る、程度の語句解説だと、安くてすむのではない

でしょうか。

石野： 実は値段はまだ決まっていません。少なくとも

RichLinkだけはダウンロードできますので一つ一つ自分

でリンクをはってコンテンツを書くということであれば

無料のソフトでできます。ただその場合は再利用はでき

ません。それをデータベースにする機能を付加させたも

のは少し高く、それでも２万円は切りたいと思っていま

す。

三根：日本語版が出てもその機能は使えるのですか。

石野：日本語版のオーサーというのは無料で出していま

す。Mac の方がシステムがうまくできているので英語版

のものでも日本語のデータがとおります。日本語版では

何が違うかというとメニューとマニュアルが全部日本語

になることです。パッケージとして作った場合、パッ

ケージの値段は辞書の値段です。

若林：再利用の話ですが、オーサーがダウンロードでき

るということは、オーサーを持っていたらダウンロード

したリッチリンク・ファイルからもとのテキストデータ

を抜き出せませんか。

石野：それは無理です。

若林：新しく追加をすることはできないのですか。
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はまとめ実行委員会が開かれるとのこと。ついに、カン

ファレンスも終わるんだなぁと思うと同時に、来年のカ

ンファレンスにつなげることができるように、努力して

ゆきたいと思います。

　簡単ではございましたが、以上をもちまして“はじめ

ましての一言”に代えさせていただきます。まだまだ未

熟者ではございますが、どうぞこれからも、よろしくお

願申し上げます。乱文どうかご容赦下さい。

◆岡坂　健　新会員

はじめまして、日本福祉大学の岡坂です。98年のPCCに

発表者補助として参加させて頂いたのがCIECとの初めて

の出会いです。以前から僕の中にあった「福祉分野にコ

ンピュータシステム」をという課題がPCCとクロスした

というのが一番のきっかけです。現在は、99年のPCCで

も発表させて頂きましたが、日本福祉大学ボランティア

情報交流センターで事務局長として活動させて頂いてお

ります。『ボランティアが効率よく活動できる「人の流

れ」をつくりたい』その為に日々、データベースの勉強

を何故かしております。

◆桐原　寧　新会員

　はじめまして。今年の８月よりCIECの仲間入りをさせ

ていただきます。桐原と申し、長野県塩尻市立塩尻中学

校に勤務しています。

　塩尻市の中学校では、学習用コンピュータがパソコン

室に40台、職員室とコンピュータ室を中心に、図書館、

教科研究室、理科室、視聴覚室、特殊学級がネットワー

クでつながっております。ネットワークはファイヤー

ウォールを通して、塩尻インターネットに接続されてい

ます。すべての職員はメールアカウントを持っており、

メーリングリストで情報の交換を行っているグループも

あります。職員が利用できるパソコンも多く、職員室内

には、利用可能なパソコンが5台、個人で使っているパソ

コンが10数台すべてが学校内及びインターネットにつな

がっています。

　このように、施設・設備の面では充実していますが、こ

れらの設備をいかに学習に結び付け成果をあげるかが今

後の課題であります。CIECの諸先生方より、それぞれの

すばらしい実践の成果をお教えいただき、今後に生かせ

ればと思っております。これからよろしくお願いいたし

ます。

石野：それはコンポジッション・ファイルでやります。

若林：コンパイルをしてしまうと戻らないということで

すね。コンポジッション・ファイルだと新しく追加した

りはずしたり自由にできるということですか。

石野：そうです。

矢部：それをダウンロードしてきて、Plug-inがあればオ

フラインでも見ることができるわけですか。

石野：はい、そうです。辞書はテキストですから埋め込

めます。画像は埋め込んでしまうとサイズが大きくなっ

てしまうので、もし画像を一緒に埋め込んだファイルを

オフラインで見られるようにしたい場合は、画像ファイ

ルを画像ファイルとしてどこかのパスに入れてそれと一

緒にセットにして渡すという形にします。

　　◇◆新会員ご紹介◆◇

　PCカンファレンスをきっかけにCIECに入会された方

の中から4名をご紹介致します。

　　　　はじめまして

◆上田　宗胤　新会員

はじめまして。このたびCIECに入会させていただきまし

た信州大学医学部２年の上田宗胤と申します。信州大学

の学生ということでお気づきかと存じますが、8月の6日

より8日までの間長野にて開催されましたPCカンファレ

ンス’99にて学生実行委員をやらせていただいていた者

です。

　カンファレンスでは、学生・院生企画だけでなくレセ

プションの司会までやらせていただき、得るものも多く、

またよい経験をさせていただいたと思っております。も

しできますなら、またPCカンファレンスに何らかの形で

関わらせていただければ、また、PCに関する色々な勉強

などをさせていただければと思い、入会させていただい

た次第です。

　PCCが終わってから早くも一月が経ち、来月の3日に

Columns
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◆藤沢　大　新会員

　はじめまして、私は大学院でマルチメディアを専攻分

野としている、藤沢大（ふじさわ・だい）です。

　大学に入った数年前にはまだインターネットなどの情

報に関するキーワードについて、私自身全然存じていま

せんでした。また、そのころから情報環境が大学だけで

なく身の回りで普及していくのを感じています。

　最近、情報インフラや情報教育などに関して話題に

なったり、教育分野では諸問題が山積みになったりして

いるなかで、それらがさまざまなメディアで報道される

度に目が離せないこのごろです。

　21世紀に向けて人とコンピューターがどのように付き

合ったらよいか、またどのように情報教育を進めたらよ

いかなど、現在の混とんとした状況下で冷静に考える場

を与えていただけるCIECに期待を持っています。

　これからよろしくお願いいたします。

　

　

　

　日時　1999年10月2日（土）9時30分～12時　

　場所　大学生協会館２階　203会議室

　出席　松田、矢部、一色、生田、小野、大野、三根、

　　　　湯浅、匠

　欠席　奈良、赤間、板倉、筒井、

　事務局　大久保、仲田、羽田、

松田副会長の司会で進行した。

議題　　

I.　PCカンファレンスについて

（1）99PCカンファレンスの総括について意見を交換し

た。主な意見は以下のとおり。

【シンポジウムについて】

・シンポジウムはちょっとまとまりが不足した。

・シンポジウムの目的が明確に見えず、生協職員が参加

しても・・・。

・林先生の最先端と学級崩壊とがつながらなかった。こ

こをつなげるのがCIECの役割かもしれない。消化不良で

はあった。

CIEC99年度第１回運営委員会報告

・現在の発展と教育現場でかかかえている問題がそのま

ま、表面に出た。

・インターネットがいろいろ使えるとはおもっているが、

佐伯先生と林先生を結ぶ例が大学にはすくないのではな

いか。活用は小中校の方がすすんでいる。

・僕が司会した仙台でのシンポジウムを思い出す。大変

だねの合意で、解決には到らなかった。

　

【その他運営について】

・分科会の司会の役割で記録係がいないと、Q&Aまでは

むつかしい。

・自分だけでなく学生をつれて行くときに半日位ゆとり

がほしい。

・学生企画の連続性が東京地域センターの事業委員会で

も話題になった。CIECとしても学生企画へのサポートを

考えるべきで、学生を理事にいれる方向も考えるべき。

・教材パソコン取り扱いへの期待が強かった。

・普通の学会と違って運営が複雑になっているように見

えるが、これが特質かもしれない。

（2）2000年準備の進め方

　北海道の先生方で大きな動きがでているので、大事に

しながら進める。日程は、現地の施設条件に合わせて第

１候補案でいいだろう。 8月2日～4日

以上を確認した。

　その他、大学生協との関係についていくつか議論が

あった。また、具体的な取り組み方について以下の意見

があった。

・PC カンファレンスには、学生三人と生協の職員とで参

加した。三人の学生の内、一人は、生協の企画「使える

パソコン講座」を手伝ってくれた学生、残り二人の学生

は、情報基礎の授業の TA の学生である。学生の参加経

費も、生協と研究費で分担している。生協職員、教員、学

生、みんなで参加するようなカンファレンスにしていこ

う。

・私のところもPCカンファレンスに生協の学生委員を生

協が出していた。

（3）2001年の準備

　松田委員より報告

「非公式に要請された立命館について、専務理事と一回、

理事長と二回はなしてみた。2000年は大分＝留学生が半

分の構成＝の法人設立に伴う動きがあるので動けない、

現在学生は元気だが、教職員院生委員会が弱いからくみ

たてなければならない。したがってひとつの選択肢とし

て検討させていただきたい。また、地域センターとの関

CIEC活動報告
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なかったか。

III.　４年目の活動について

1.　研究会活動の展開について

（1）新シリーズについて

　自分の学部でどう関わっったかなど、報告し合い、広

く出し合ってまとめる。そのうえにたってカンファレン

スができるとかはどうか。

（2）北海道について

　立ち上がってみないとわからない。

（3）団体会員特に企業との関係つくり

　セミナー開催のルールつくりが必要ではないか。初め

にコンタクトをする担当は。

（4）都民カレッジの「講座」の枠を一ついただいた。来

年度の夏休み頃にやりたい。「高校における教科「情報」

の取り組み」というタイトルの講座で、1 コマ 90分を、

8～10 回の講座である。CIECの活動に位置付けてやれる

と嬉しいが。

（5）松下電気の開発担当がおもしろいソフトを試作した

ので、プレゼンテーションしたい。とのこと、11月に研

究会がつくれないか。　

2.部会活動、その他、プロジェクト経費の使い方につい

て　　

（1）部会の経費は、今年は内容を運営委員会に提案して、

プロジェクト経費の中から出していく。

（2）プロジェクト事業費は、タッチタイプ用マック50万、

小中高50万、自然科学部会研究会の研究会１回、計190

万円である。

　　

IV 　その他

（1）今後のスケジュールについて

　学術団体になったのだから、スケジュール位、１年分

ほしい。事務局で提案して、補正していこう。5月に運営

委員会、中間にもう一度運営委員会

（2）中期目標検討ワーキング中間報告について

（3）学術団体登録をすませたので、会員に知らせ、ホー

ムページその他に明示してもらうようにする。学術会議

の会員指名が必要かどうか確認する。

（4）さっきのプロバイダー作戦の提案は、インターネッ

トに入るということと、サーバー機能の提供とあるが、

後者は検討すべきである。部会レベルは可能だから、そ

れを押し出す。

係はなにもしていない」の報告を受け、以下を確認した。

　京都滋賀、奈良地域センターとの関係は大野氏が担当

する。二年に一度東京でうけるとか全体的流れはどうし

たらつくれるかカンファレンス委員会中心に一定に議論

してCIECの意志をかためて、後大学生協連と調整して、

1ケ月を目途に流れをつくる。

　　　　　　　　

II . 各委員会の活動の具体化について

（1）ネットワーク利用委員会

　機械は順調に動いている。ホームページをたちあげて

から３年、会議報告部分がないなど、ホームページの改

装が必要である。

（2）ソフトウエア委員会

　会誌のソフトレビュー投稿でトラブルがあった。会誌

は評価が一面的ではいけない。情報交換は一面的でもい

い。オープンに議論できる環境が必要である。

（3）国際活動委員会　

　海外研究団体からの訪日者があったとき、その人を囲

んで研究会を開くとか工夫したい。会員からの情報提供

を用意する工夫が必要である。英語版ホームページにつ

いて、日本語と英語と対応するようにするには作り方を

かえなければならない。当面、日本語と英語を対応させ

て、主要な所でリンクをはる形式がいい。一応つくって、

会員に意見をもらう形がいい。ウエッブクロシングでい

ろいろできるのではないか。

（4）会誌編集委員会　

　事務局より報告、特集の座談会をくむ、小中高部会の

動きと会誌特集がやっとつながった。（例えば、キーワー

ドで検索できるようにするなどして）会員交流の場をつ

くれないか。

（5）小中高部会

　部会予算はプロジェクトから支出するのだから、計画

を責任者名で提案して、運営委員会にかける必要がある。

急ぎ提案してもらってかける。世話人はメンバーをあげ

て高校の先生もいれて、運営委員会に登録するのでいい

か。

（6）自然科学部会

　JAVA の講習会をやることになった。

（7）タッチタイピング

　マッキントッシュ用

運営委員会が開かれるのだから、ここで議論すべきでは
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　　CIEC メーリングリストから

　

　CIECのメーリングリストはCIECの活動全般について

会員相互に語り合う場です。登録会員約 170名です。寄

せられたテーマを論じたり情報交換したり、その中から

研究会や他の学会との連携になったりと発展しています。

今回は99年2月から7月までです。

◆99PCCについて

・シンポジウム・テーマ（1211）

「コンピュータ・ネットワークの新しい可能性」

・分科会司会者募集のお知らせと分科会時間割編成会議

のお知らせ（1214)（1223 1224）

・PCカンファレンスニュース (1219)

・99PCカンファレンスニュース 7号（1343）

・99PCカンファレンスニュース 8号（1344）

・99PCカンファレンスニュース 9号（1349）

・99PCカンファレンスニュース 10号（1352）

◆CIEC 研究会のご案内

・第11回研究会 (1215)

テーマ：「高校情報教育における2000 年問題」（仮題）

・第11回研究会Part2 ( 1231)

テーマ：「”参加者が岡本敏雄先生に迫る「情報科」新設

　　　　の課題”」　

・第12回研究会（1293）

テーマ：「小中高校の情報教育における2000 年問題」

　　　　その４

・第13回研究会（1311）

テーマ：「コンピュータ・ネットワークの新しい可能性」

・第14回研究会テーマ（1340）

テーマ：「教育ツールの可能性を探る」

　

◆「小中高等学校での新しい学びの創造」プロジェクト

の設置について (1217)

◆CIEC Typingclub　普及準備完了しました。(1218)

タイピング練習ソフトは、数多く市販されていますが、

CIEC TypingClubは、サーバ・クライアント型であり、授

業での利用がしやすいことが特徴の１つです。（1220、

1222)

◆C言語プログラム比較システムについて (1225)  (1226)

(1227)  (1228)

◆テクノロジーを用いた未来の数学教育の会

（ciec1247、1249～1253、1264～1273、1275～1281、1283）

4月29日東京電機大学で開催された会の案内と報告の後、

計算機を使った数学の授業について活発な討論が展開さ

れました。

◆Using academic-discounted software after graduation

(1294～1301）

アカデミックディスカウント価格で購入したソフトウェ

アを卒業後あるいは退職後に使い続ける可否について、

情報の交換がなされました。

◆大学数学教育について活発な討論が展開されました。

・「大学数学教育を考える会議」開催のお知らせ（1320）　

・大学生の数学に関して、高校の数学の内容が変更に

なっていることもその学力低下の一因になっているので

はないだろうか。（1322）

・微分方程式が解けてその意味もわかるという伝統的な

道筋だけが自然科学を理解する唯一の方法なのか。

（1325）

・微分方程式が理解できないとその解のみを暗記してし

まう学生がいる。それは、学生自身の気力、やる気の問

題。（1327）

・微分方程式が高校から消えたことには何らかの理由が

あるはずで、昔の教科書を復活すれば済むという問題で

はない。リメディアル教育はあくまでも現行の高校の内

容の範囲にとどめるべき。大学の立場から高校の内容で

は足りない部分については、大学の正規の授業でおしえ

るべき。（1330）

◆会誌について

・6号発行（1310）と7号への投稿お願い（1351）

◆補欠選挙と選挙管理委員の任命（1312）

   99年度CIEC 総会開催公示（1337）

   役員補欠選挙公示（1338）

◆その他

・K-12でのドメイン名 (1216)

・かな漢字変換のキーについてのお問い合わせ (1229)

・Macintosh用の地図描画ソフトウェアのgeocartについて

のお問い合わせ (ciec 1230)

・科学史研究室のある大学の情報収集について（1303～

1308）

・日野高校のLAN オープン（1317）

・MacOSX について (1333,1334、1335、1339）

・早稲田大学教育の現場に活かす「コンピュータ講座」の

お知らせ（1346,1348）

ML 討論
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お知らせ
・グラフ電卓を用いた数学教育の会議（1347）

・タイピング・コンテストのお知らせ（1350）　

・情報化推進コーディネータ募集要項（1353）

原稿募集
CIEC会誌　「コンピュータ＆エデュケーション」8号

（5月末発行予定）の原稿を募集いたします。

募集締切り2000年2月20日
　　　　　　　　
とくにコンピュータやネットワークを活用した教育・
研究に関する実践的具体的な原稿を歓迎します。原
稿の種類は下記のようになっています。投稿する場
合には原稿の種類をご指定下さい。
　
・コンピュータと教育・研究（活用事例）

図表を入れて刷り上がり4ページ（8000 字）以内

・Software Review
　　図表を入れて刷り上がり 4ページ（8000字）以内

・論文
図表を入れて刷り上がり6ページ（12000字）以内

・新著（デジタル媒体含む）紹介

　　 １葉の写真および500字以内の紹介文

◇会誌交換団体からの献本のご紹介◇
　　　　　　　　　　　　　　　　99年9月～10月分

（団体名）　　　　　　　　　　（誌名）

大学英語教育学会　　　　JACKET BULLETIN NO.30

情報処理学会　　　　　　情報処理Vol.40　NO.10

日本教材学会　　　　　　会報NO.42

社団法人　

情報科学技術協会　　　　情報の科学と技術　

　　　　　　　　　　　　Vol.49　NO.9　429-490

日本美術教育学会　　　　　美術教育　278

日本物理学会　　　　　　　大学の物理教育

　　　　◇出版社からの献本◇　
○曲線論・曲面論

　－Mathematica で探索する古典微分幾何学－

田澤　義彦　著　　　定価（3800円＋税）

株式会社ピアソン・エデュケーション

◆ CIEC で現在公開中のメーリングリストです

 1  ciec@ml.ciec.or.jp コンピュータ利用教育に関する全般的な話題（主な対象者：CIEC全会員）

２ciecnet@ml.ciec.or.jp ネットワークに関する話題（主な対象者：ネットワーク利用委員会）

３students@ciec.or.jp 学内のコンピュータ環境改善を目指して学生院生の交流（主な対象者：学生・院生）

４information@ciec.or.jp お知らせ・宣伝（主な対象者：CIEC 全会員）

５science@ciec.or.jp 自然科学部会（自然科学教育に関心のある方）

 6 ps-ed@ciec.or.jp 小中高部会（小中高、大学におけるコンピュータ利用教育）

　

登録方法

１、２はそれぞれ  ciec-request@ml.ciec.or.jp

 ciecnet-request@ml.ciec.or.jp

宛てに、メール本文の欄の先頭に、# subscribe

 # endと入れて、メールして下さい。

３、４、５、６は 　students-ctl@ciec.or.jp

  information-ctl@ciec.or.jp 　

 science-ctl@ciec.or.jp　　

 ps-ed-ctl@ciec.or.jp

宛てに、メール本文の欄の先頭に、# subscribe

 # endと入れて、メールして下さい。 　
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CIEC研究会のご案内

◆ CIEC 小中高部会研究会第 2 回
テーマ：「小中高等学校での新しい学びの創造」を支える

学校像　- 学校と地域の壁を越えて-

日時：　12月11日（土）　13 :30 ～　16：30

場所：　大学生協杉並会館2階　204・205会議室

1.「中学校の総合学習（仮題）」

　　　　今村　淳一氏　　

　　　　　　　　山梨大学教育人間科学部附属中学校

2.「新しい高校づくりの試み（仮題）」

　　　　永田　裕之氏　　　神奈川県立長後高等学校　

3. 「地域と歩む『情報教育』の取り組み（仮題）」

 　　　　藤森　平司氏　　　 せいがの森保育園園長

　

◆ CIEC 第 19（仮）回研究会
会誌関係研究会を予定しております。　　　　　　

◆ CIEC 第 20（仮）回研究会

テーマ：大学改革は「情報教育」をどのように変えたか

シリーズ３～コンピュータ利用教育の10年を振り返って

　　　　　　(語学教育編) ～

日時：　2000 年2月26日（土）13時30分～17時00分

会場：　大学生協杉並会館

報告者　　（発表順は予定です）

1.上村　隆一会員　　福岡工業大学

2.吉田　晴世会員　　摂南大学　　　

3.野澤　和典会員　　立命館大学

◆ CIEC 第 16 回研究会

テーマ：「双方向学習（Interactive　Learning）

のためのコンピュータ利用」---この道具、教育にどうつ

かいますか？---

開催日：11月20日（土）　13：30～17：30

場　所：株式会社アスキー（渋谷区代々木 4-33-10）

1.「ペーパーを画面に置くだけでデジタル化」

　　萱嶋　一弘氏　　

　　　松下電器産業（株）AV＆CCシステム事業センター

2.「Web Crossing 3.1J」

　　丸山　源氏　（株）ハートランド代表取締役

3.快適なホームページの作り方

　　　-DREAM WEAVER2/FIRE WORKS2-

　　山口　哲氏　（株）アスキー　ネットメディア事業部

◆ CIEC 第 17 回研究会

テーマ：大学改革は「情報教育」をどのように変えたか

シリーズ２～コンピュータ利用教育の10年を振り返って

　　　　　　(私立大学編) ～

開催日：11月27日（土）　13：30～17：30　

場　所：大学生協連合会2階　204・205会議室

報告者1.辰巳　丈夫氏　　　神戸大学／早稲田大学

2.立田　ルミ会員　　獨協大学　経済学部

3.綾　皓二郎会員　　石巻専修大学　理工学部

◆ CIEC 第 18 回研究会

開催日：12月　4日（土）

場　所：北海道大学

1.「通信衛星ネットワークによる

　　　　　　仮想作業空間構築に向けて」

　　青木　由直会員　北海道大学　大学院工学研究科

2.「情報化社会への教師の帰属意識と教育の情報化」

　　山形　積治氏　北海道教育大学　旭川校　物理教室

CIEC年会費お支払いのお願い

CIEC年会費が未納になっている方がいらっしゃいます。今年もあとわずかとなりましたのでお支払いがまだの方は

早急に下記の方法でお支払い下さいますようお願い申しあげます。3年滞納されますと退会扱いとなります。

　○郵便振り替えの場合　　・加入者名　　シーク　CIEC　・ 口座番号　　00100-4-670908

　○銀行振り込みの場合　　・あさひ銀行　新都心営業部　・　口座番号　0522143　・名義　シーク　CIEC

　お問い合せは   杉並区和田３-30-22 大学生協会館5F　        CIEC事務局　 TEL :03-5307-1195、FAX :03-5307-1196

　

○CIEC研究会は参加費無料でどなたでも参加できます。

ぜひ、まわりのかたにお声をかけてお誘い下さい。

また、会員のかたはカンファレンス委員会へ研究会をご

提案ください。


